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　　公益財団法人　福島民友愛の事業団

　　　　　理事長　中川　俊哉 殿
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ふりがな

人 人

給付時期

2022年6月

活動の参考にさせていただきます。ネットワーク団体

等に加入されていれば、団体名称を教えてください

　第２金曜日　16:00～19:00

　　１回の開催における利用者数　　　２０　　　　人

　（利用者について具体的に）

※※町子ども食堂ネットワーク

　（開催日・開催時間等具体的に）

　開催状況は年に　７０　　　回程度実施

他
の
助
成
・

補
助
な
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【子ども食堂等の開催状況について】 　　　・定期　　　　　　　　　　　　・不定期　　　　　（どちらかに○）

　毎週　水曜日　16:00～19:00

運営スタッフ数 10

　子ども食堂と持ち帰り弁当の運営費(食材購入）にあてる

　のお弁当で対応している

職員数 5

受給実績
助成元

助成金（２０万円）
の使途予定・・・②

○○福祉財団 「子ども食堂」助成金 300,000

法人設立(活動開始) 2015年　4月
法人格取得（法人の場合） 2016年　4月

施設開所(活動開始) 2016年　4月

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：k.koriyama@××.jp 携帯電話： 090-××××－××××

施設･団体の
概要・・・①

　経済的理由や保護者の仕事の都合などで家族と食事をすることができない子どもたちを対象に

「子ども食堂えがお」と宅配の「えがお弁当」を運営。子どもたちがお互いに助け合いながら勉強や食事の

時間を過ごす。（この欄には概略を記入し、２頁に実績と活動状況を書いてください）

施設・団体の
所在地

〒960-××××　福島市※町×-29　　　TEL：024-×××－××××

法人所在地
（上記と異なる場合）

〒960-××××　福島市△町××-300　TEL：024-×××－××××

連　絡　先

〒　福島市※町×-29　　　　　　
　こおりやま　かずこ

連絡責任者：　郡山　一子　申請書の内容などついてお答えいただける方をご記入ください

TEL：024-×××-×××× FAX：024-×××－××××

ふりがな ふくしま　　たろう 代表者
役職名 理事長

代表者氏名 　福島　太郎

　福島民友愛の事業団 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2024年11月25日

　　　社会福祉推進事業助成　申請書  （記入例）

ふりがな 　とくていひえいりかつどうほうじん　みんゆうサポート

（助成を受ける）

施設・団体の
正式名称

特定非営利活動法人みんゆうサポート

内容 額（円）

　ほか、夏休み、冬休み、春休みに増設

　
*2021年度
以降の実
績を記入

加入しているネットワーク団体等

　子ども10人、大人5人、中高生5人

　子ども食堂は6人程度が利用し、他は持ち帰り
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NO.２

食材の提供

夏休みの施設外事業「プラネタリウム見学会」を

△△△スーパー

※※米穀店

子ども食堂「◆◆◆」

米の提供

他団体等との連携
や支援の状況

（１）定款または団体の規約等　　　　　　　 　・有　　　　　　　　・無

（２）団体紹介パンフレット等　　　　　　　　　　・有　　　　　　　　・無

（３）その他団体の活動がわかる資料

同日に開催。子どもたち同士の交流に加え、

スタッフ間の意見交換も行っている。

協力者(団体名等） 協力の内容

　　　・「子ども食堂えがお」開催のチラシ

　　　・フェイスブックからの抜粋

　　　・「子ども食堂えがお」を取り上げた新聞記事

　負担の内容：中高生以下は無料。大人（高齢者含む）５００円

②の具体的な内容・計画(助成金の使途について説明）　※一律２０万円

 開設以来、負担金500円で賄っているので、やりくりには苦慮している。助成金は、開催時の食材

添付資料

2020年度からは、子ども食堂内で食事をする参加者が密にならないように配慮し、持ち帰りの

　また、調理用品の摩耗も懸案だったので、助成金を利用して購入したい。

 購入と持ち帰りお弁当の容器代に使用したい。

お弁当を手渡しするなどして、感染対策しながら子どもたちに声かけをして運営している。

 2016年4月、特定非営利活動法人を設立し、「子ども食堂えがお」として本格的運営を開始。

【子ども食堂等の場合、利用者負担の有無と額】　　利用者負担　　　・有　　　　　　・無　　　　　（どちらかに○）

食事の支度などで子どもたちとふれあいながら活発に活動していたが、コロナの感染拡大により

 設立以来、週に１回食事提供をしていたが、2018年度からは開催日を増やし、より多くの子どもたちが

①の詳細、活動実績（活動開始から現在に至るまでの経緯と現在の活動状況や特色）

 2015年4月、親の不在などで一人きりで食事をしている子どもたちに居場所の提供を開始。

 放課後に集まり、利用していた。中高生は、小学生の子どもたちの勉強を手伝ったり、小さな子ども

 たちと一緒に遊ぶなどしてボランティア的な役割も果たした。近隣の高齢者も参加するようになり


